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契
約
の
基
礎
知
識

The serialization title

号
を
名
前
に
持
つ
独
立
し
た
法
的
権
利

義
務
主
体
は
別
に
存
在
せ
ず
、
当
事
者

は
屋
号
を
使
う
個
人
に
な
り
ま
す
。

　

会
社
や
社
団
法
人
な
ど
の
法
人
が
契

約
を
す
る
場
合
は
、
法
人
自
体
が
独
立

し
た
法
的
権
利
義
務
主
体
と
し
て
当
事

者
と
な
り
、
そ
の
法
人
に
出
資
し
た
株

主
や
社
員
、
代
表
取
締
役
や
代
表
理
事

等
の
肩
書
を
持
つ
法
人
の
代
表
者
が
当

事
者
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
団
体
の
形
は
あ
る
も
の
の
、

独
立
し
た
法
的
権
利
義
務
主
体
と
し
て

の
法
人
格
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
団
体

自
体
が
、
契
約
の
当
事
者
と
な
れ
る
場

る
場
合
が
そ
の
例
で
す
。

　

こ
の
場
合
、
保
険
金
受
取
人
は
保
険

会
社
と
直
接
契
約
を
交
わ
し
た
当
事
者

と
し
て
保
険
金
を
受
け
取
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
（
図
1
）。

契
約
当
事
者
の
特
定

　

契
約
は
合
意
を
し
た
当
事
者
間
で
の

み
有
効
で
、
契
約
に
基
づ
く
法
的
な
権

利
義
務
を
考
え
る
際
に
は
、
契
約
の
当

事
者
が
誰
か
の
特
定
が
必
要
で
す
。

　

個
人
間
の
取
引
な
ら
契
約
を
し
た
個

人
が
当
事
者
で
す
。
当
事
者
が
個
人
事

業
主
の
場
合
は
、
事
業
に
用
い
る
屋
号

を
当
事
者
名
と
し
て
使
え
ま
す
が
、
屋

契
約
は
当
事
者
の
み
に
有
効

　

契
約
は
、
取
引
関
係
に
立
つ
当
事
者

が
合
意
し
て
成
立
し
た
約
束
に
法
的
拘

束
力
が
認
め
ら
れ
、
契
約
の
当
事
者
で

は
な
い
第
三
者
に
は
契
約
で
の
合
意
事

項
の
法
的
効
力
は
及
ば
な
い
の
が
原
則

で
す
が
、
当
事
者
以
外
の
第
三
者
に
影

響
を
及
ぼ
す
合
意
で
「
第
三
者
の
た
め

に
す
る
契
約
」（
民
法
第
５
３
７
条
）

と
呼
ば
れ
る
契
約
形
態
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
当
事
者
の
一
方
が
当
事
者

以
外
の
第
三
者
に
何
ら
か
の
給
付
を
す

る
こ
と
を
約
す
る
契
約
で
、
保
険
会
社

と
保
険
契
約
を
交
わ
し
た
契
約
者
が
、

自
分
以
外
の
人
を
保
険
金
受
取
人
と
す

　契約とは、相互に取引関係に立つことを合意した当事者

間で交わされる約束であり、契約に基づく法的拘束力が及

ぶ関係者は、原則として契約内容に合意した当事者に限ら

れます。ただし、契約内容により当初から当事者以外の第

三者に影響を及ぼすことが想定されたり、契約締結後に契

約関係に入ってくる関係者が現れたりする場合もありま

す。本稿では、契約の当事者や契約に基づく影響を受ける

関係者について解説します。

第 2回

契
約
で
の
合
意
内
容
に
拘
束
さ
れ
る
の
は

原
則
と
し
て
当
事
者
の
み

C

契約者
被保険者

生命保険会社

「C」は、被保険者である「A」が死亡した際に「B社」から死亡
保険金を受け取れるが、「C」と「B社」との間に契約はない。

生命保険契約

死亡保険金
支払い

A B

死亡保険金受取人

図1　第三者のためにする契約の例

https://www.multi-support.jp/
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②
当
事
者
が
法
人
の
場
合

　

会
社
や
社
団
法
人
な
ど
の
法
人
が
当

事
者
に
な
る
場
合
は
、
法
人
を
代
表
す

る
人
が
法
人
の
代
わ
り
に
契
約
書
面
を

作
成
す
る
形
式
を
取
り
ま
す
。

　

当
事
者
の
特
定
の
た
め
に
法
人
の
本

店
住
所
と
商
号
を
記
載
し
、
当
該
法
人

の
代
表
権
限
者
の
氏
名
を
代
表
権
限
を

示
す
肩
書
と
と
も
に
記
載
し
ま
す
。
法

人
の
商
号
や
本
店
住
所
、
代
表
権
限
を

有
す
る
関
係
者
の
氏
名
は
当
該
法
人
の

登
記
簿
謄
本
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

多
く
の
場
合
、
株
式
会
社
は
「
代
表

取
締
役
」
一
般
社
団
法
人
は
「
代
表
理

事
」
が
、
法
律
上
の
正
式
な
代
表
権
限

の
表
記
で
あ
り
「
社
長
」
や
「
理
事
長
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
、
特
別
法

に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
特
殊
法
人
や

組
合
な
ど
も
法
人
格
を
有
す
る
団
体

で
、
各
法
律
に
代
表
権
限
を
有
す
る
人

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

契
約
書
面
の
作
成
者
が
「
事
業
部
長
」

や
「
営
業
部
長
」
な
ど
の
代
表
権
限
が

な
い
肩
書
の
人
で
あ
る
場
合
も
、
会
社

の
代
理
人
と
し
て
の
権
限
を
有
し
て
い

れ
ば
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

他
者
の
代
理
人
と
し
て
行
動
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

契
約
締
結
交
渉
時
に
、
契
約
を
す
る

本
人
で
は
な
く
そ
の
代
理
人
だ
け
が
交

渉
に
関
与
し
て
契
約
合
意
を
成
立
さ
せ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
で
も
、

代
理
人
で
は
な
く
自
分
の
代
わ
り
に
代

理
人
を
使
っ
た
本
人
が
契
約
の
当
事
者

に
な
り
ま
す
。

契
約
書
面
の
作
成
者

①
当
事
者
が
個
人
の
場
合

　

当
事
者
間
で
交
わ
し
た
契
約
を
書
面

化
す
る
場
合
、
個
人
の
当
事
者
は
そ
の

実
名
で
契
約
書
面
を
作
成
す
る
の
が
原

則
で
す
。
実
名
で
は
な
い
通
称
な
ど
で

活
動
す
る
個
人
が
契
約
を
す
る
場
合

も
、
契
約
書
面
の
作
成
者
が
誰
か
を
特

定
で
き
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

個
人
事
業
主
の
場
合
は
屋
号
を
使
え

ま
す
が
、
そ
の
屋
号
を
使
う
個
人
が
誰

か
を
特
定
で
き
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

当
事
者
の
特
定
の
た
め
に
当
事
者
の
氏

名
と
住
所
を
記
載
し
、
印
鑑
証
明
書
と

実
印
の
押
印
で
確
認
す
る
方
法
が
用
い

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

作成者の属性 作成者の氏名・肩書 注意点 根拠法令等

法人

法人格の
ない団体

個人

個人事業主

特別法に基づく特殊法人、組合等
（例：医療法人、農業協同組合）

株式会社
（特例有限会社を含む）

持分会社
（合同会社、合資会社、
  合名会社）

各社共通

民法上の組合

権利能力なき社団
（例：同窓会、PTA、
ゴルフクラブ）

一般社団法人
一般財団法人

実名
仮名、通称
屋号
取締役

代表取締役

代表執行役

社員

業務執行社員

代表社員、代表者

事業部長
営業部長等

理事

代表理事、代表者

各組合員による
他の組合員の代理
業務執行者
組合員全員

代表理事
理事長等

代表者

③上記①②いずれにも該当しない時は、表
見代理の成否の問題になる

②個別に担当事業等につき会社の代理権
限があれば可（代理権限が実際に付与さ
れていれば代理人の表示はなくても可）

実在する個人を特定できることが必要

事業主個人を特定できることが必要

代表取締役が選任されていない場合

代表取締役が選任されている場合は
「取締役」には代表権がない

指名委員会等設置会社の場合

業務執行社員が定款で
定められていない場合

業務執行社員が選任されている場合

①支配人としての登記があれば可

業務執行社員の中から、又は業務執行
社員以外に会社の代表者を選任した場合

代表理事その他法人を代表する者が
選任されていない場合

各個別法の規定による

業務執行者が選任されていない場合
（代理には組合員の過半数の同意が必要）

業務執行者が選任されている場合

以上のいずれでもない場合

団体個別の規約等に基づいて判断

代表理事その他法人を代表する者が
選任されている場合

判例による認定要件：①団体としての組織を備え、②多
数決の原則が行われ、③構成員の変更にもかかわらず団
体自体が存続し、④代表の方法、総会の運営、財産の管
理その他団体としての主要な点が確定している団体
（最高裁判所昭和39年10月15日判決）

商法第11条第1項

会社法第349条第1項本文

会社法第349条第1項但書、第4項

会社法第420条第1項第3項、第349条第4項

会社法第590条第1項

会社法第599条第1項本文、第4項

会社法第599条第1項但書、第3項、第4項

会社法第11条第1項、第918条

会社法第14条第1項、商法第504条

会社法第13条（表見支配人）、民法第109条

一般社団法人及び一般財団法人に関する
法律第77条第1項但書、第3項、第4項

民法第670条の2第1項

民法第670条の2第2項

一般社団法人及び一般財団法人に関する
法律第77条第1項本文

図2　契約書面の作成者
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契
約
関
係
者
と
し
て
の
立
場

　

契
約
書
面
に
氏
名
や
名
称
が
記
載
さ

れ
た
関
係
者
の
契
約
に
お
け
る
立
場

は
、
売
買
契
約
の
売
主
と
買
主
、
請
負

契
約
の
注
文
者
と
請
負
人
の
よ
う
に
、

二
当
事
者
間
契
約
で
関
係
者
が
二
者
記

載
さ
れ
て
い
れ
ば
通
常
は
明
確
で
す
。

　

他
方
、
二
当
事
者
間
契
約
で
あ
る
の

う
に
複
数
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
契
約
書
の

各
ペ
ー
ジ
の
綴
じ
目
に
契
印
を
、
2
通

以
上
の
契
約
書
面
が
作
成
さ
れ
た
場
合

に
、
同
一
機
会
に
作
成
さ
れ
た
複
数
の

契
約
書
面
に
ま
た
が
る
形
で
割
印
を
そ

れ
ぞ
れ
押
印
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

契
約
書
面
と
契
約
当
事
者
の
署
名

は
、
電
子
契
約
と
電
子
署
名
に
置
き
換

え
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
法
律
上
、
電

磁
的
記
録
（
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
）
を
書

面
と
同
等
に
扱
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
る
書
面
も
あ
り
、
本
人
に
よ
る
電
子

署
名
が
行
わ
れ
て
い
る
と
き
は
「
電
磁

的
記
録
の
真
正
な
成
立
」
を
推
定
す
る

規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
電
子
署

名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
第
3

条
）（
図
3
）。

　

な
お
、
契
約
書
面
の
内
容
に
よ
っ
て

は
印
紙
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
契
約
書
面
を
紙
に
印
刷
し
た

文
書
で
は
な
く
電
磁
的
記
録
（
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
）
で
作
成
し
た
場
合
に
は
印

紙
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
（
印
紙
税
法

第
3
条
、
印
紙
税
法
基
本
通
達
第
44
条

第
1
項
、
参
議
院
第
１
６
２
回
国
会
平

成
17
年
3
月
15
日
付
答
弁
書
第
9
号
小

泉
純
一
郎
内
閣
総
理
大
臣
答
弁
）。

が
な
い
た
め
、
団
体
個
別
の
規
約
な
ど

に
基
づ
き
そ
の
団
体
の
代
表
者
と
さ
れ

て
い
る
人
を
契
約
書
面
の
作
成
者
と
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
前
頁
図
2
）。

契
約
当
事
者
の
表
記
と

書
面
の
作
成
方
法

　

多
く
の
場
合
、
契
約
書
面
に
契
約
当

事
者
と
し
て
当
事
者
全
員
の
住
所
と
氏

名
ま
た
は
名
称
が
記
載
さ
れ
、
個
人
の

当
事
者
自
身
ま
た
は
法
人
そ
の
他
の
団

体
で
あ
る
当
事
者
の
代
表
者
、
あ
る
い

は
当
事
者
の
代
理
人
に
よ
る
署
名
（
手

書
き
で
氏
名
を
書
く
こ
と
）
押
印
、
ま

た
は
記
名
（
氏
名
ま
た
は
名
称
を
ゴ
ム

印
で
印
字
し
ま
た
は
印
刷
す
る
こ
と
）

押
印
が
な
さ
れ
ま
す
。

　

事
業
取
引
に
関
す
る
契
約
書
面
の
場

合
は
記
名
押
印
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
多

く
、
法
律
上
は
署
名
が
な
く
て
も
押
印

が
あ
れ
ば
記
載
さ
れ
た
作
成
名
義
人
に

よ
り
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す

（
民
事
訴
訟
法
第
２
２
８
条
第
4
項
）。

　

契
約
書
面
に
は
作
成
名
義
人
を
示
す

押
印
の
他
に
、
契
約
書
の
ペ
ー
ジ
の
差

し
替
え
が
な
い
こ
と
を
確
認
で
き
る
よ

合
に
は
、
原
則
と
し
て
他
者
（
本
人
）

の
代
理
人
で
あ
る
こ
と
の
表
示
が
必
要

で
す
が
（
民
法
第
99
条
第
1
項
）、
事

業
取
引
の
よ
う
な
商
行
為
に
つ
い
て
は

そ
の
よ
う
な
表
示
が
な
く
て
も
、
本
人

で
あ
る
個
人
事
業
主
や
法
人
・
団
体
に

つ
い
て
効
力
を
生
じ
る
扱
い
が
な
さ
れ

ま
す
（
商
法
第
５
０
４
条
）。

　

実
際
、
代
理
権
限
の
な
い
人
が
権
限

を
有
す
る
外
観
の
下
に
行
動
し
て
い
た

場
合
に
は
、
内
部
事
情
を
知
ら
な
い
取

引
相
手
を
保
護
す
る
表
見
法
理
と
言
わ

れ
る
法
解
釈
に
よ
り
、
本
人
が
作
成
者

と
判
断
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

③
当
事
者
が
法
人
格
の
な
い

　
団
体
の
場
合

　

民
法
に
基
づ
く
組
合
契
約
で
創
設
さ

れ
る
「
組
合
」
は
法
人
格
が
認
め
ら
れ

な
い
団
体
で
あ
り
、
組
合
員
の
代
理
人

か
業
務
執
行
者
が
い
な
い
場
合
は
、
組

合
員
全
員
が
契
約
当
事
者
と
し
て
契
約

書
面
の
作
成
に
関
与
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
他
「
権
利
能
力
な
き
社
団
」
と

評
価
さ
れ
る
団
体
も
契
約
当
事
者
と
な

り
得
ま
す
が
、
法
律
上
の
明
確
な
根
拠

根拠条文書面の種類
時効の完成猶予の効果を有する権利につい
ての協議を行う旨の合意書面
保証契約書面
免責的債務引受で引受人に移転する債務の
保証人の承諾書面
弁済者が交付を請求できる受取証書
定型約款を記載した書面
書面でする消費貸借
定期借地権の特約書面
定期建物賃貸借の特約書面
取り壊し予定建物賃貸借の特約書面

民法第151条第4項

民法第446条第3項

民法472条の4第5項

民法第486条第2項
民法第548条の3第1項
民法第587条の2第4項
借地借家法第22条第2項
借地借家法第38条第2項
借地借家法第39条第3項

図3　書面に代えて電磁的記録での作成を認める法律の規定例
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契約の基礎知識

④
個
人
当
事
者
の
死
亡

　
法
人
の
解
散
、
合
併

　

個
人
の
当
事
者
が
死
亡
し
た
と
き
、

一
部
の
典
型
契
約
に
つ
い
て
は
契
約
が

終
了
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
使

用
貸
借
契
約
に
つ
き
民
法
第
５
９
７
条

第
３
項
、
委
任
契
約
に
つ
き
民
法
第

６
５
３
条
第
1
号
）。

　

契
約
に
基
づ
い
て
生
じ
た
債
権
債
務

の
う
ち
、
相
続
可
能
な
も
の
は
死
亡
し

た
当
事
者
の
相
続
人
に
相
続
さ
れ
得
ま

す
が
、
当
事
者
の
同
一
性
は
損
な
わ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
当
事
者
で
あ
る
法
人
が
解
散

し
て
清
算
手
続
に
入
っ
た
と
き
に
は
や

が
て
消
滅
す
る
清
算
法
人
と
な
り
、
他

の
法
人
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
と
き
に
は

法
人
は
消
滅
し
て
契
約
上
の
地
位
は
吸

収
合
併
を
し
た
会
社
に
包
括
的
に
移
転

し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
当
事
者
の
同
一

性
は
損
な
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
当
事
者
で
あ
る
個
人
の

死
亡
や
法
人
の
解
散
、
合
併
と
い
っ
た

事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
契
約
を

締
結
し
た
当
事
者
の
同
一
性
が
な
く
な

る
た
め
、
契
約
を
終
了
で
き
る
と
合
意

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

の
効
果
を
当
該
債
務
の
債
権
者
に
主
張

す
る
た
め
に
は
、
従
前
の
債
務
者
が
引

き
続
き
債
務
者
に
留
ま
る
か
否
か
に
よ

り
、
民
法
が
定
め
る
債
権
者
と
債
務
者
、

債
務
を
引
き
受
け
る
第
三
者
の
間
の
契

約
や
承
諾
が
必
要
と
な
り
ま
す
（
民
法

第
４
７
０
条
、
第
４
７
２
条
）。

③
契
約
上
の
地
位
の
移
転

　

当
事
者
が
契
約
当
事
者
と
し
て
の
立

場
を
第
三
者
に
一
括
し
て
移
転
す
る
の

が
契
約
上
の
地
位
の
移
転
で
す
。

　

契
約
上
の
地
位
の
移
転
は
、
当
事
者

の
一
方
が
第
三
者
に
契
約
上
の
地
位
を

譲
渡
す
る
合
意
を
し
、
当
該
契
約
の
相

手
方
が
そ
の
譲
渡
を
承
諾
す
る
こ
と
で

効
果
が
生
じ
ま
す
（
民
法
第
５
３
９
条

の
2
）。

　

た
だ
し
、
不
動
産
賃
貸
借
契
約
に
お

い
て
は
、
登
記
ま
た
は
借
地
借
家
法
や

他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
賃
貸
借
の
対

抗
要
件
を
備
え
た
賃
借
人
が
い
る
場
合

に
は
、
賃
借
人
の
承
諾
な
し
に
、
賃
貸

さ
れ
て
い
る
不
動
産
の
譲
渡
に
よ
り
賃

貸
人
の
地
位
が
不
動
産
の
譲
受
人
に
移

転
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
民
法
第

６
０
５
条
の
2
）。

①
個
人
の
姓
名
や

　
屋
号
、
法
人
の
商
号
の
変
更

　

当
事
者
で
あ
る
個
人
の
姓
名
や
個
人

事
業
主
が
事
業
で
使
う
屋
号
、
法
人
や

団
体
の
商
号
や
名
称
が
変
更
し
た
場
合

は
、
姓
名
や
屋
号
、
商
号
や
名
称
が
変

更
し
た
後
の
個
人
や
法
人
、
団
体
が
、

契
約
書
面
上
に
記
載
さ
れ
て
い
る
当
事

者
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る

よ
う
に
、
当
事
者
の
表
示
を
修
正
し
た

契
約
書
面
を
作
成
し
直
す
か
、
締
結
済

み
の
契
約
書
面
の
修
正
カ
所
を
確
認
す

る
書
面
を
作
成
す
る
べ
き
で
す
。

②
契
約
に
よ
り
生
じ
た
債
権

　
ま
た
は
債
務
の
移
転

　

契
約
に
基
づ
い
て
発
生
し
た
債
権
や

債
務
が
、
個
別
に
債
権
譲
渡
や
債
務
引

受
の
形
で
契
約
当
事
者
以
外
の
第
三
者

に
移
転
す
る
場
合
に
は
、
債
権
者
や
債

務
者
が
契
約
当
事
者
以
外
に
変
更
さ
れ

ま
す
。

　

た
だ
し
、
債
権
譲
渡
の
効
果
を
当
該

債
権
の
債
務
者
に
主
張
す
る
た
め
に
は

債
権
の
譲
渡
人
が
債
務
者
に
通
知
す
る

か
債
務
者
の
承
諾
が
必
要
で
あ
り
（
民

法
第
４
６
７
条
第
1
項
）、
債
務
引
受

に
三
者
の
関
係
者
名
が
表
示
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
土
地
の
売
買
契
約
書
に
売

主
と
買
主
の
他
に
立
会
人
が
記
載
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
立
会
人
は
契

約
締
結
の
場
に
同
席
し
た
関
係
者
に
過

ぎ
ず
当
事
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
建
物
の
賃
貸
借
契
約
書
に
建

物
の
貸
主
と
借
主
の
他
に
借
主
の
同
居

人
が
表
示
さ
れ
て
も
、
借
主
と
し
て
賃

料
を
払
わ
ず
借
主
と
同
居
す
る
だ
け
の

関
係
者
は
当
事
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
金
銭
消
費
貸
借
契
約
書
や

建
物
賃
貸
借
契
約
書
に
貸
主
や
借
主
と

と
も
に
保
証
人
が
表
示
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
保
証
契
約
は

貸
主
と
保
証
人
の
間
で
締
結
さ
れ
る
契

約
で
あ
る
た
め
、
貸
借
契
約
書
に
保
証

人
の
表
示
が
あ
っ
て
も
借
主
と
と
も
に

貸
主
と
の
間
の
貸
借
契
約
の
当
事
者
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

契
約
当
事
者
の
変
更

　

契
約
に
基
づ
く
取
引
継
続
中
に
当
事

者
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。


